
 令和５年度 第２回九州森林管理局保護林管理委員会議事概要 

 

 

１ 日時 令和６年２月 16日（金）13:30～15:30 

 

２ 場所 九州森林管理局大会議室 

 

３ 議事 

（１） 令和５年度第１回保護林管理委員会における意見概要と対応について 

（２） 令和５年度保護林モニタリング調査結果について 

（３） 令和５年度保護林モニタリング簡易調査結果について 

（４） 令和６年度保護林モニタリング調査実施箇所（案）について 

（５） その他 

① 保護林モニタリング資料に基づくブナ林の現況解析について（米田委員資料） 

② その他 

 

４ 議事の概要及び主な意見 

（１）令和５年度保護林モニタリング調査結果について 

    調査結果を局から説明し、委員から次のような意見があった。 

・植生の回復を目標とするならば、シカによる植生被害がなかった時点との植生比

較が必要。 

・シカ被害による植生変化、無立木地化など環境省と連携したデータ整備を進め、

生態系の保全管理に努めてほしい。 

    ・祖母・傾山における保護管理対策方針書案について、祖母山９合目付近と親父岳

南西の小規模な植生保護柵の拡充はオオヤマレンゲのシカ被害対策の観点からも

非常に良い事である。 

・白髪岳生物群集保護林については、土壌流亡、土砂流失箇所について、引き続き

経過観察及び情報収集をお願いしたい。 

 

（２）令和６年度保護林モニタリング調査実施箇所（案）について 

令和６年度保護林モニタリング調査について、実施する保護林の箇所、調査内容

や、植生保護柵が設置されている箇所については植生保護柵の点検・修理、柵内外

での植生調査を引き続き実施することなどを説明し、承認された。 

 

（３）その他 

①保護林モニタリング資料に基づくブナ林の現況解析について 

      米田委員より、保護林モニタリング調査結果を用いて、温暖化やシカ被害がブ

ナ林に与える影響についての解析結果の発表があり、委員会後、委員より次のよう

な意見が寄せられた。 

・九州のような温暖化とシカによる食圧で末期症状のようになった保護林について

【参考資料３】



は、危機遺産（世界遺産条約に基づき、「危機にさらされている世界遺産リスト」

に登録されている遺産）と同じような「危機保護林」として指定し、特別な対応

策を取れる予算措置を求められる仕組みの創設が必要なのではないか。 

 

 

≪配布資料≫ 

【議事次第・出席者名簿】 

【資料 1】令和５年度第１回保護林管理委員会等における意見概要と対応について 

【資料 2-1】令和５年度保護林モニタリング調査結果（一覧表） 

【資料 2-2】令和５年度保護林モニタリング調査結果（概要） 

【資料 2-3】管内シカ被害レベル最新版（令和５年度末時点） 

【資料 3-1】令和５年度保護林モニタリング簡易調査について 

【資料 3-2】令和５年度保護林モニタリング簡易調査結果（概要） 

【資料 4-1】令和６年度保護林モニタリング調査 調査箇所及び調査項目（案） 

【資料 4-2】保護林モニタリング調査計画一覧表 

【資料 5】保護林モニタリング資料に基づくブナ林の現況解析について（米田委員資料） 

【参考資料 1】九州森林管理局保護林管理委員会運営要領 

【参考資料 2-1】令和４年度保護林モニタリング調査実施保護林に係る管理方針書（令和５

年度第１回委員会意見反映版） 

【参考資料 2-2】令和４年度保護林モニタリング調査実施保護林に係る管理方針書の新旧添

付図面（猪八重照葉樹林生物群集保護林） 

【参考資料 3】白髪岳生物群集保護林での植生保護柵の今後の対応について 

   



令和５年度 第２回九州森林管理局保護林管理委員会 出席者名簿  
氏 名 所 属 ・ 役 職  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委   
 
 
員 

岩本 俊孝 宮崎大学 名誉教授  

河野 耕三   

綾町 BR（ユネスコエコパーク）推進支援員 

「綾町イオンの森」アドバイザー 

横浜国立大学非常勤講師 

 

久保田 正裕 
国立研究開発法人 森林研究・整備機構  

 森林総合研究所 林木育種センター 九州育種場 育種課長 
 

鈴木 英治 鹿児島大学 国際島嶼教育研究センター 特任教授  

塔村 真一郎 
国立研究開発法人 森林研究・整備機構 

 森林総合研究所 九州支所長 
 

野中 優佳 
株式会社ゆうき 代表取締役 

熊本県林業研究グループ連絡協議会女性部代表 
 

藤掛 一郎 宮崎大学農学部 教授  

横山 隆一 
公益財団法人 日本自然保護協会 参与 

日本イヌワシ研究会副会長、奥利根自然センター代表 
 

米田 健   鹿児島大学 名誉教授  

九 
州 
森 
林 
管 
理 
局 

矢野 彰宏 局長  

池田 秀明 計画保全部長  

魚住 悠哉 計画課長  

甲斐 和幸 保全課 企画官（土地利活用管理） 欠 

坂之上 勘太 〃  企画官（自然再生）  

宮木 利浩  〃  主査（野生鳥獣）  

藤原 昭博  計画課 生態系保全係長  

岡 杏奈  〃  生態系保全係  

新長 千聖  〃  生態系保全係  

受 
託 
者 

中園 朝子 ㈱九州自然環境研究所 所長  

城戸 美智子       〃    副担当者  

永野 春菜       〃    主担当者  

 (委員 50音順、敬称略) 

 


